
水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

水道工事積算基準 水道工事積算基準

使用にあたって 使用にあたって

　　１　本資料は、札幌市水道局が独自に策定している施工単価に適用する。 　　１　本資料は、札幌市水道局が独自に策定している施工単価に適用する。

　　２　本資料は、令和７年６月単価適用以降の請負工事に適用する。 　　２　本資料は、令和７年10月単価適用以降の請負工事に適用する。

　　３　本資料は、令和６年度改訂版水道事業実務必携に基づき策定したものである。 　　３　本資料は、令和７年度改訂版水道事業実務必携に基づき策定したものである。

　　４　本資料は、令和６年度版国土交通省土木工事標準積算基準書に基づき
　　　　策定したものである。

　　４　本資料は、令和７年度版国土交通省土木工事標準積算基準書に基づき
　　　　策定したものである。

　　５　本資料は、令和６年度版建設機械等損料表（北海道補正版）に基づき策定したものである。 　　５　本資料は、令和６年度版建設機械等損料表（北海道補正版）に基づき策定したものである。

　　６　本資料は、令和６年度版下水道用設計標準歩掛表に基づき策定したものである。 　　６　本資料は、令和７年度版下水道用設計標準歩掛表に基づき策定したものである。

令和７年５月 令和７年10月

札 幌 市 水 道 局 札 幌 市 水 道 局



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10900100101 機械掘削積込工 (バックホウ ) D10900100101 機械掘削積込工 (バックホウ )
4 適用における留意事項 4 適用における留意事項

・ 世話役は現場での指導・指揮を行うものとする。 ・ 世話役は現場での指導・指揮を行うものとする。

・ 普通作業員は補助的作業（土砂の切り崩し、床掘り、掘削等）の作業を行うものである。 ・ 普通作業員は補助的作業（土砂の切り崩し、床掘り、掘削等）の作業を行うものである。

・ 現場条件別の補正係数は、表-6による。 ・ 現場条件別の補正係数は、表-6による。

・ 本施工歩掛は、口径350以下の配水管工事及び給水管工事に適用する。 ・ 本施工歩掛は、口径350以下の配水管工事及び給水管工事に適用する。

・ 口径400以上の幹線工事については、日当り施工量を考慮し使用すること。 ・ 口径400以上の配水管工事については、日当り施工量を考慮し使用すること。 文言修正

・ 施工歩掛の詳細は、以下の表-1から表-6による。 削除

5 施工歩掛 5 施工歩掛

（参考） 削除

表-１ バックホウ掘削積込歩掛表（WJ501010，WJ501070） （100ｍ3当り） 水道事業実務必携に記載
の内容と重複しているため

名      称 規      格 コード 単位
山積0.13m3 山積0.28m3 山積0.45m3 山積0.80m3

(平積0.10m3) (平積0.20m3) (平積0.35m3) (平積0.60m3)

（排ｶﾞｽ2次） （排ｶﾞｽ2次） （排ｶﾞｽ1次） （排ｶﾞｽ2次）

土木世話役 R0125 人 2.40 1.90 1.50 1.10 

普通作業員 R0102 人 6.70 5.00 3.90 2.60 

小型バックホウ
運転

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
WJ501011 日 2.273 － － －

山積0.13m3(平積0.10m3)

バックホウ
運転

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型

WJ501013

ｈ － 11.10 － －
山積0.28m3(平積0.20m3)

排ｶﾞｽ（1次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
ｈ － － 8.80 －

山積0.45m3(平積0.35m3)

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
ｈ － － － 6.00 

山積0.80m3(平積0.60m3)

備考2 　バックホウ運転費歩掛は、水道事業実務必携第二編 第１章第１節 管路掘削歩掛表第６表に準拠している。

表-2　掘削工労務歩掛（人/100ｍ3） 表-3　バックホウ運転時間（100ｍ3当り）

掘　削　機　種 世　話　役 普通作業員 掘　削　機　種 運転時間

山積0.13m3 [平積0.10m2] 2.4 6.70 山積0.13m3 [平積0.10m2] 14.8

山積0.28m3 [平積0.20m3] 1.90 5.00 山積0.28m3 [平積0.20m3] 11.1 

山積0.45m3 [平積0.35m3] 1.50 3.90 山積0.45m3 [平積0.35m3] 8.80 

山積0.80m3 [平積0.60m3] 1.10 2.60 山積0.80m3 [平積0.60m3] 6.00 

表-4　日当り施工量 表-5　バックホウ性能

掘　削　機　種 日当り施工量(m3) 掘　削　機　種 最大掘削深 バケット幅

山積0.13m3 [平積0.10m2] 44 山積0.13m3 [平積0.20m2] 3.3m 0.45m

山積0.28m3 [平積0.20m3] 59 山積0.28m3 [平積0.20m3] 3.3ｍ 0.60m

山積0.45m3 [平積0.35m3] 74 山積0.45m3 [平積0.35m3] 4.2ｍ 0.75m

山積0.80m3 [平積0.60m3] 109 山積0.80m3 [平積0.60m3] 6.0ｍ 1.00m

備考1 バケット幅：日本下水道協会　下水道用設計積算要領-管路施設(開削工法)編-P18



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10900101100 埋め戻し工 (バックホウ投入 ) 山積0.13m3 [平積0.10m3] D10900101100 埋め戻し工 (バックホウ投入 ) 山積0.13m3 [平積0.10m3]

山積0.28m3 [平積0.20m3] 山積0.28m3 [平積0.20m3]

山積0.45m3 [平積0.35m3] 山積0.45m3 [平積0.35m3]

山積0.80m3 [平積0.60m3] 山積0.80m3 [平積0.60m3]

３ 施工歩掛 ３ 施工歩掛 削除

表-1　バックホウ運転時間（100ｍ3当り） 表-2　バックホウ投入補助歩掛（100ｍ3当り）
水道事業実務必携に記載
の内容と重複しているため

掘　削　機　種 運転時間（ｈ） 運転時間（日） 名　　称 単位 数量

山積0.13m3 [平積0.10m2] 9.90 1.54 世話役 人 2.50 

山積0.28m3 [平積0.20m3] 7.60 － 普通作業員 人 3.80 

山積0.45m3 [平積0.35m3] 6.20 － 表-4　タンパ指定事項

山積0.80m3 [平積0.60m3] 4.50 － 運転労務数量 人 1

表-3　タンパ締固歩掛（100ｍ3当り） 燃料消費量 L 5

名　　称 単位 数量 機械賃料数 日 1.38

普通作業員 人 3.00 主燃料 ガソリン

タンパ運転 日 3.00 運転時間 ｈ/日 5

備考1水道事業実務必携　第２部第二編1-1-2管路埋戻歩掛表による。（第7～14表） 備考1水道事業実務必携　第２部第二編1-1-2管路埋戻歩掛表による。（第7～14表）

D10900101400 発生土埋め戻し工 (ダンプトラック積載）  D10900101400 発生土埋め戻し工 (ダンプトラック積載）  
3 施工歩掛 （1ｍ3当り） 3 施工歩掛 （1ｍ3当り）

名      称 規      格 コード 単位
山積0.13ｍ3級(ｸﾛｰﾗ)山積0.28ｍ3級(ｸﾛｰﾗ)

名      称 規      格 コード 単位
山積0.13ｍ3級(ｸﾛｰﾗ)山積0.28ｍ3級(ｸﾛｰﾗ)

0.3㎞以下 1.0㎞以下 0.2㎞以下 1.0㎞以下 0.3㎞以下 1.0㎞以下 0.2㎞以下 1.0㎞以下

埋め戻し工
（小型バックホウ投入）

山積0.13m3級D10900101100
ｍ3 1.00 1.00 － － 埋め戻し工

（小型バックホウ投入）
山積0.13m3級D10900101100

ｍ3 1.00 1.00 － －
堆積土・改良土用 (00008) 堆積土・改良土用 (00007) 誤記修正

埋め戻し工
（バックホウ投入）

山積0.28m3級D10900101100
ｍ3 － － 1.00 1.00 

埋め戻し
工

（バックホウ
投入）

山積0.28m3級D10900101100
ｍ3 － － 1.00 1.00 

積算への影響はなし

堆積土・改良土用 (00016) 堆積土・改良土用 (00016)

山積0.45m3級D10900101100
ｍ3 － － － －

山積0.45m3級D10900101100
ｍ3 － － － －

堆積土・改良土用 (00024) 堆積土・改良土用 (00024)

山積0.80m3級D10900101100
ｍ3 － － － －

山積0.80m3級D10900101100
ｍ3 － － － －

堆積土・改良土用 (00032) 堆積土・改良土用 (00032)

土砂等運搬

ｸﾛｰﾗ山積0.13m3

CB210110

ｍ3 1.00 1.00 － －

土砂等運搬

ｸﾛｰﾗ山積0.13m3

CB210110

ｍ3 1.00 1.00 － －
ダンプトラック2t積 ダンプトラック2t積

ｸﾛｰﾗ山積0.28m3
ｍ3 － － 1.00 1.00 

ｸﾛｰﾗ山積0.28m3
ｍ3 － － 1.00 1.00 

ダンプトラック4t積 ダンプトラック4t積

ｸﾛｰﾗ山積0.45m3
ｍ3 － － － －

ｸﾛｰﾗ山積0.45m3
ｍ3 － － － －

ダンプトラック10t積 ダンプトラック10t積

ｸﾛｰﾗ山積0.8m3
ｍ3 － － － －

ｸﾛｰﾗ山積0.8m3
ｍ3 － － － －

ダンプトラック10t積 ダンプトラック10t積

諸　雑　費 式 1 諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 コード記載

1ｍ3当り 1ｍ3当り
積算への影響はなし

(00001) (00002) (00003) (00004) (00001) (00002) (00003) (00004)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

名      称 規      格 コード 単位
山積0.45ｍ3級(ｸﾛｰﾗ) 山積0.8ｍ3級(ｸﾛｰﾗ)

名      称 規      格 コード 単位
山積0.45ｍ3級(ｸﾛｰﾗ) 山積0.8ｍ3級(ｸﾛｰﾗ)

0.5㎞以下 1.0㎞以下 0.3㎞以下 0.5㎞以下 1.0㎞以下 0.5㎞以下 1.0㎞以下 0.3㎞以下 0.5㎞以下 1.0㎞以下

埋め戻し工
（小型バックホウ投入）

山積0.13m3級D10900101100
ｍ3 － － － － － 埋め戻し工

（小型バックホウ投入）
山積0.13m3級D10900101100

ｍ3 － － － － －
堆積土・改良土用 (00008) 堆積土・改良土用 (00007) 誤記修正

埋め戻し工
（バックホウ投入）

山積0.28m3級D10900101100
ｍ3 － － － － －

埋め戻し工
（バックホウ投入）

山積0.28m3級D10900101100
ｍ3 － － － － －

積算への影響はなし

堆積土・改良土用 (00016) 堆積土・改良土用 (00016)

山積0.45m3級D10900101100
ｍ3 1.00 1.00 － － －

山積0.45m3級D10900101100
ｍ3 1.00 1.00 － － －

堆積土・改良土用 (00024) 堆積土・改良土用 (00024)

山積0.80m3級D10900101100
ｍ3 － － 1.00 1.00 1.00 

山積0.80m3級D10900101100
ｍ3 － － 1.00 1.00 1.00 

堆積土・改良土用 (00032) 堆積土・改良土用 (00032)

土砂等運搬

ｸﾛｰﾗ山積0.13m3

CB210110

ｍ3 － － － － －

土砂等運搬

ｸﾛｰﾗ山積0.13m3

CB210110

ｍ3 － － － － －
ダンプトラック2t積 ダンプトラック2t積

ｸﾛｰﾗ山積0.28m3
ｍ3 － － － － －

ｸﾛｰﾗ山積0.28m3
ｍ3 － － － － －

ダンプトラック4t積 ダンプトラック4t積

ｸﾛｰﾗ山積0.45m3
ｍ3 1.00 1.00 － － －

ｸﾛｰﾗ山積0.45m3
ｍ3 1.00 1.00 － － －

ダンプトラック10t積 ダンプトラック10t積

ｸﾛｰﾗ山積0.8m3
ｍ3 － － 1.00 1.00 1.00 

ｸﾛｰﾗ山積0.8m3
ｍ3 － － 1.00 1.00 1.00 

ダンプトラック10t積 ダンプトラック10t積

諸　雑　費 式 1 諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 コード記載

1ｍ3当り 1ｍ3当り
積算への影響はなし

(00005) (00006) (00007) (00008) (00009) (00005) (00006) (00007) (00008) (00009)

D10900101600 埋め戻し工 (人力 ) D10900101600 埋め戻し工 (人力 )
2 施工歩掛 （1ｍ3当り） 2 施工歩掛 （1ｍ3当り）

名      称 規      格 コード 単位 発生土
埋戻埋め戻し用砂切込砕石 名      称 規      格 コード 単位 発生土

埋戻埋め戻し用砂切込砕石

埋　戻
材料費

埋め戻し用砂
Z002150002

ｍ3 － 1.26 －

埋　戻
材料費

埋め戻し用砂
Z002150002

ｍ3 － 1.26 －

切込砕石（40-0）
Z002120003

ｍ3 － － 1.20 切込砕石（40-0）
Z002120003

ｍ3 － － 1.20 

人力埋戻し 現場制約あり,土
砂、締固めあり

ＣＢ210410
ｍ3 1.00 1.00 1.00 人力埋戻し 現場制約あり,土

砂、締固めあり
ＣＢ210410

ｍ3 1.00 1.00 1.00 

諸経費 式 1) 諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1) 修正

１ｍ３当り
（00001） （00002） （00004）

１ｍ３当り
（00001） （00002） （00004）

積算への影響はなし



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10900101900 砕石基礎工 (水道用） D10900101900 砕石基礎工 (水道用）

2 施工歩掛 （1ｍ2当り） 2 施工歩掛 （1ｍ2当り）

名      称 規      格 コード 単位
　山積0.13m3 　山積0.28m3 　山積0.45m3 　山積0.80m3

名      称 規      格 コード 単位
　山積0.13m3 　山積0.28m3 　山積0.45m3 　山積0.80m3

(平積0.10m3 ｸﾛｰﾗ)(平積0.20m3 ｸﾛｰﾗ)(平積0.35m3 ｸﾛｰﾗ)(平積0.60m3 ｸﾛｰﾗ) (平積0.10m3 ｸﾛｰﾗ)(平積0.20m3 ｸﾛｰﾗ)(平積0.35m3 ｸﾛｰﾗ)(平積0.60m3 ｸﾛｰﾗ)

厚20ｃｍ
まで

厚20超
30まで

厚20ｃｍ
まで

厚20超
30まで

厚20ｃｍ
まで

厚20超
30まで

厚20ｃｍ
まで

厚20超
30まで

厚20ｃｍ
まで

厚20超
30まで

厚20ｃｍ
まで

厚20超
30まで

厚20ｃｍ
まで

厚20超
30まで

厚20ｃｍ
まで

厚20超
30まで

土木一般世話役 R0125 人 0.704) 1.005) 0.701) 1.002) 0.701) 1.001) 0.699) 0.999) 土木一般世話役 R0125 人 0.704) 1.005) 0.701) 1.002) 0.701) 1.001) 0.699) 0.999)

特殊作業員 R0125 人 0.901) 1.287) 0.908) 1.297) 0.897) 1.281) 0.903) 1.290) 特殊作業員 R0101 人 0.901) 1.287) 0.908) 1.297) 0.897) 1.281) 0.903) 1.290) コード修正

普通作業員 R0102 人 1.901) 2.716) 1.908) 2.726) 1.897) 2.710) 1.903) 2.718) 普通作業員 R0102 人 1.901) 2.716) 1.908) 2.726) 1.897) 2.710) 1.903) 2.718) 積算への影響はなし
小型バック
ホウ運転

費

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
WJ501011 日 0.494) 0.705) - - - - - －

小型バック
ホウ運転

費

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
WJ501011 日 0.494) 0.705) - - - - - －

山積0.13m3(平積0.10m3) 山積0.13m3(平積0.10m3)

バックホウ
運転費

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型

WJ501027

ｈ - - 2.759 3.941 - - - －

バックホウ
運転費

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型

WJ501027

ｈ - - 2.759 3.941 - - - －
山積0.28m3(平積0.20m3) 山積0.28m3(平積0.20m3)

排ｶﾞｽ（1次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
ｈ - - - - 2.062 2.946 - －

排ｶﾞｽ（1次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
ｈ - - - - 2.062 2.946 - －

山積0.45m3(平積0.35m3) 山積0.45m3(平積0.35m3)

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
ｈ - - - - - - 1.239 1.770 

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
ｈ - - - - - - 1.239 1.770 

山積0.80m3(平積0.60m3) 山積0.80m3(平積0.60m3)

切込砕石 クラシャーラン40-0Ｚ002120003 ｍ3 （厚さ）×100×1.2（厚さ）×100×1.2（厚さ）×100×1.2（厚さ）×100×1.2 切込砕石 クラシャーラン40-0Ｚ002120003 ｍ3 （厚さ）×100×1.2（厚さ）×100×1.2（厚さ）×100×1.2（厚さ）×100×1.2

諸雑費 ＺＳ3000004 式 1 諸雑費 ＺＳ3000004 式 1

100ｍ2当り 100ｍ2当り

1ｍ2当り 1ｍ2当り
（0001） （0002） （0003） （0004） （0005） （0006） （0007） （0008） （00001） （00002） （00003） （00004） （00005） （00006） （00007） （00008） 修正



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10900601800 仮配管設置工（材料３回転用） D10900601800 仮配管設置工（材料３回転用）

1 適用範囲 1 適用範囲

　配水補助管の仮配管に適用する。 　配水補助管の仮配管に適用する。

・ 施工費 ・ 施工費

・ 転用材料費 ・ 転用材料費

2 施工歩掛 （1箇所当り） 2 施工歩掛 （1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位 設　置（Ｐｅ) 設　置(ＰｅＨ) 名      称 規      格 コード 単位 設　置（Ｐｅ) 設　置(ＰｅＨ)

Ｐｅ用サドル付分水栓D10900601900
箇所 1.00 1.00 

Ｐｅ用サドル付分水栓D10900601900
箇所 1.00 1.00 

仮配管施工費φ50×25 00001 仮配管施工費φ50×25 00001

（材料３回転用）仕切弁（ｽﾙｰｽﾊﾞﾙﾌﾞ）
箇所 1.00 1.00 

（材料３回転用）仕切弁（ｽﾙｰｽﾊﾞﾙﾌﾞ）
箇所 1.00 1.00 

器具・きょう類１1/4（三角頭Ｂ） 00002 器具・きょう類１1/4（三角頭Ｂ） 00002

止水栓きょう
箇所 1.00 1.00 

止水栓きょう
箇所 1.00 1.00 

B 00003 B 00003

水栓冷間継手 D10900602000
箇所 1.00 1.00 

水栓冷間継手 D10900602000
箇所 1.00 1.00 

仮配管施工費φ25×30 00001 仮配管施工費φ25×30 00001

（材料３回転用）鋼管用冷間継手オス
箇所 2.00 2.00 

（材料３回転用）鋼管用冷間継手オス
箇所 2.00 2.00 

Ｐｅ継手類 φ30 00002 Ｐｅ継手類 φ30 00002

冷間ソケット
箇所 1.00 -

冷間ソケット
箇所 1.00 -

φ50×30 00003 φ50×30 00003

配水ポリ管変換ソケット
箇所 - 1.00 

配水ポリ管変換ソケット
箇所 - 1.00 

φ50×30 00004 φ50×30 00004

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設φ30 D10901001102
箇所 1.00 1.00 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設φ30 D10901001102
ｍ 1.00 1.00 

（材料費含む） 00004 （材料費含む） 00004 誤記修正

諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 積算への影響はなし

1箇所当り 1箇所当り

(00001) (00002) (00001) (00002)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10900602100 覆工板賃料等 歩掛新規追加

1 適用範囲

覆工板の賃料等に適用する。

・ 覆工板賃料

・ 覆工板整備費

・ 覆工板滑止加工費

2 適用における留意事項

・ 供用月数＝供用日数/30日（小数点以下切り上げ）

・ 滑止加工費は１工事あたり１回としている

3 施工歩掛 （１ｍ2当り）

名      称 規      格 コード 単位 覆工板賃料等

覆工板賃料覆工板（鋼製　補強型）　無D10900602120 m2 1.00 

覆工板整備
費

覆工板　鋼製（補強型）D10900602110 m2 1.00 

滑止加工費鋼製　183.0kg/m2 鋼製滑止加工費L148001034 m2・回 1.00 

諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 

1ｍ2当り

(00001)

D10900602110 覆工板整備費

1 適用範囲

覆工板整備費に適用する。

2 施工歩掛 （１ｍ2当り）

名      称 規      格 コード 単位 整備費

覆工板整備
費

覆工板　鋼製（補強型） L102217002 m2 1.22 

諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 

1ｍ2当り

(00001)

備考1 国土交通省土木工事標準積算基準書（共通 編）Ⅱ-5-⑥-3による。

D10900602120 覆工板賃料

1 適用範囲

覆工板賃料に適用する。

2 施工歩掛 （１ｍ2当り）

名      称 規      格 コード 単位
90日以

内
91日～
180日

181日～
360日

361日～
720日

721日～
1080日

覆工板賃料

補強型　90日以内 L002211002

m2・月

表-1 - - - -

補強型　180日以内 L002211003 - 表-1 - - -

補強型　360日以内 L002211004 - - 表-1 - -

補強型　720日以内 L002211005 - - - 表-1 -

補強型　1080日以内 L002211006 - - - - 表-1

諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 

1ｍ2当り

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

表-1

供用日数
供用月数＝供用日数

/30日
（小数点以下切り上げ）

90日以内 1～3

180日以内 4～6

360日以内 7～12

720日以内 13～24

1080日以内 25～36



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10900801100 仮復旧工  再生合材  人力施工 D10900801100 仮復旧工  再生合材  人力施工

1 適用範囲 1 適用範囲

再生合材３、５㎝での仮復旧舗装に適用する。 再生合材３、５㎝での仮復旧舗装に適用する。

2 適用における留意事項 2 適用における留意事項

・ 再生合材の材料費・運搬費・舗設費、補充砕石の材料費、施工費を含む。 ・ 再生合材の材料費・運搬費・舗設費、補充砕石の材料費、施工費を含む。（アスファルト乳剤は不使用） 追記

・ インターロッキング・ロードヒーテング・コンクリート・敷砂等の厚さを、舗装厚とみなすことができる。 ・ インターロッキング・ロードヒーテング・コンクリート・敷砂等の厚さを、舗装厚とみなすことができる。 積算への影響はなし

(下層路盤より道路基面までの総厚で選択する） (下層路盤より道路基面までの総厚で選択する）

・ 歩道部で舗装厚(RH厚)が20cmを超える場合は、車道部を適用すること。 ・ 歩道部で舗装厚(RH厚)が20cmを超える場合は、車道部を適用すること。

D10900801300 仮復旧工  常温合材  人力施工 D10900801300 仮復旧工  常温合材  人力施工

2 適用における留意事項 2 適用における留意事項

・ 昼間単価である。 ・ 昼間単価である。

・ 人力施工である。 ・ 人力施工である。

・ 小規模，点在箇所の仮復旧に適用する。 ・ 小規模，点在箇所の仮復旧に適用する。

・ 合材費（常温合材） ・ 合材費（常温合材）

・ 舗設費 ・ 舗設費

・ 補充砕石の平均厚さは、本復旧と仮復旧の厚さの差分に応じて計上すること。 ・ 補充砕石の平均厚さは、本復旧と仮復旧の厚さの差分に応じて計上すること。

・ 常温合材単位体積重量＝2.30ｔ/ｍ3 ・ 常温合材単位体積重量＝2.30ｔ/ｍ3

・ 夜間施工については、ｱｽﾌｧﾙﾄ合材費の単価を夜間に差し替え後、時間帯の設定をおこなうこと。 記載削除

常温合材に夜間単価はない

3 施工歩掛 (1ｍ2当り） 3 施工歩掛 (1ｍ2当り）

名      称 規      格 コード 単位
車道部 車道5㎝部 車道8㎝部 車道12㎝部 車道15㎝部

名      称 規      格 コード 単位
車道部 車道5㎝部 車道8㎝部 車道12㎝部 車道15㎝部

（舗装のみ） 補充砕石有 補充砕石有 補充砕石有 補充砕石有 （舗装のみ） 補充砕石有 補充砕石有 補充砕石有 補充砕石有

表層(車道
・路肩部)

常温合材 CB410260
ｍ2 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

表層(車道
・路肩部)

常温合材 CB410260
ｍ2 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

車道　3㎝　（昼間） 車道　3㎝　（昼間）

表層(歩道
部)

常温合材 CB410261
ｍ2 － － － － －

表層(歩道
部)

常温合材 CB410261
ｍ2 － － － － －

歩道　3㎝　（昼間） 歩道　3㎝　（昼間）

下層路盤
（歩道部）

ｸﾗｯｼｬﾗﾝC40-0 CB410031
ｍ2 － 100.0 100.0 100.0 100.0 

下層路盤
（歩道部）

ｸﾗｯｼｬﾗﾝC40-0 CB410031
ｍ2 － 100.0 100.0 100.0 100.0 

全ての費用 00001 全ての費用 00001

 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式  諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 記載修正

100ｍ2当り 100ｍ2当り 積算への影響はなし

1ｍ2当り 1ｍ2当り

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00001) (00002) (00003) (00004) (00005)

名      称 規      格 コード 単位
車道21㎝部 車道26㎝部 車道35㎝部 歩道部 歩道4㎝部

名      称 規      格 コード 単位
車道21㎝部 車道26㎝部 車道35㎝部 歩道部 歩道4㎝部

補充砕石有 補充砕石有 補充砕石有 （舗装のみ） 補充砕石有 補充砕石有 補充砕石有 補充砕石有 （舗装のみ） 補充砕石有

表層(車道
・路肩部)

常温合材 CB410260
ｍ2 100.0 100.0 100.0 － －

表層(車道
・路肩部)

常温合材 CB410260
ｍ2 100.0 100.0 100.0 － －

車道　3㎝　（昼間） 車道　3㎝　（昼間）

表層(歩道
部)

常温合材 CB410261
ｍ2 － － － 100.0 100.0 

表層(歩道
部)

常温合材 CB410261
ｍ2 － － － 100.0 100.0 

歩道　3㎝　（昼間） 歩道　3㎝　（昼間）

下層路盤
（歩道部）

ｸﾗｯｼｬﾗﾝC40-0 CB410031
ｍ2 100.0 100.0 100.0 － 100.00 

下層路盤
（歩道部）

ｸﾗｯｼｬﾗﾝC40-0 CB410031
ｍ2 100.0 100.0 100.0 － 100.00 

全ての費用 00001 全ての費用 00001

諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 記載修正

100ｍ2当り 100ｍ2当り 積算への影響はなし

1ｍ2当り 1ｍ2当り

(00006) (00007) (00008) (00009) (00010) (00006) (00007) (00008) (00009) (00010)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10901100903 既設鋳鉄管切断　　 D10901100903 既設鋳鉄管切断　　

キールカッター使用 キールカッター使用

3 施工歩掛 （1口当り） 3 施工歩掛 （1口当り）

名      称 規      格 コード 単位
FC

φ75
FC

φ100
FC

φ150
FC

φ200
FC

φ250
FC

φ300
FC

φ350
FC

φ400
FC

φ450
FC

φ500 名      称 規      格 コード 単位
FC

φ75
FC

φ100
FC

φ150
FC

φ200
FC

φ250
FC

φ300
FC

φ350
FC

φ400
FC

φ450
FC

φ500

特殊作業員 R0101 人 0.038 0.040 0.045 0.050 0.055 0.060 0.065 0.098 0.109 0.119 特殊作業員 R0101 人 0.038 0.040 0.045 0.050 0.055 0.060 0.065 0.098 0.109 0.119 

普通作業員 R0102 人 0.123 0.135 0.148 0.158 0.170 0.180 0.213 0.347 0.392 0.441 普通作業員 R0102 人 0.123 0.135 0.148 0.158 0.170 0.180 0.213 0.347 0.392 0.441 

雑材料 労務費の5％ ZS7210100 式 1 雑材料 労務費の5％ ZS7210100 式 1 

機械損料

溝切機 75-450 Q780050016 日 0.07 0.09 0.11 0.14 0.16 0.19 0.22 0.24 0.27 -

機械損料

溝切機 75-450
既設管撤去

Q780050021 日 0.07 0.09 0.11 0.14 0.16 0.19 0.22 0.24 0.27 -
使用単価変更

溝切機 500-1500 Q780050017 日 - - - - - - - - - 0.29 
溝切機 500-1500
既設管撤去

Q780050022 日 - - - - - - - - - 0.29 

諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 

1口当り 1口当り

(00029) (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008) (00009) (00029) (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008) (00009)

名      称 規      格 コード 単位
FC

φ600
FC

φ700
FC

φ800
FC

φ900
FC

φ1000
FCD
φ75

FCD
φ100

FCD
φ150

FCD
φ200

FCD
φ250 名      称 規      格 コード 単位

FC
φ600

FC
φ700

FC
φ800

FC
φ900

FC
φ1000

FCD
φ75

FCD
φ100

FCD
φ150

FCD
φ200

FCD
φ250

特殊作業員 R0101 人 0.137 0.151 0.168 0.182 0.200 0.041 0.043 0.049 0.054 0.059 特殊作業員 R0101 人 0.137 0.151 0.168 0.182 0.200 0.041 0.043 0.049 0.054 0.059 

普通作業員 R0102 人 0.532 0.627 0.721 0.816 0.910 0.132 0.146 0.159 0.170 0.184 普通作業員 R0102 人 0.532 0.627 0.721 0.816 0.910 0.132 0.146 0.159 0.170 0.184 

雑材料 労務費の5％ ZS7210100 式 1 雑材料 労務費の5％ ZS7210100 式 1 

機械損料

溝切機 75-450 Q780050016 日 - - - - - 0.07 0.09 0.11 0.14 0.16 

機械損料

溝切機 75-450
既設管撤去

Q780050021 日 - - - - - 0.07 0.09 0.11 0.14 0.16 
使用単価変更

溝切機 500-1500 Q780050017 日 0.34 0.40 0.45 0.50 0.55 - - - - -
溝切機 500-1500
既設管撤去

Q780050022 日 0.34 0.40 0.45 0.50 0.55 - - - - -

諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 

1口当り 1口当り

(00010) (00011) (00012) (00013) (00014) (00030) (00015) (00016) (00017) (00018) (00010) (00011) (00012) (00013) (00014) (00030) (00015) (00016) (00017) (00018)

名      称 規      格 コード 単位
FCD
φ300

FCD
φ350

FCD
φ400

FCD
φ450

FCD
φ500

FCD
φ600

FCD
φ700

FCD
φ800

FCD
φ900

FCD
φ1000 名      称 規      格 コード 単位

FCD
φ300

FCD
φ350

FCD
φ400

FCD
φ450

FCD
φ500

FCD
φ600

FCD
φ700

FCD
φ800

FCD
φ900

FCD
φ1000

特殊作業員 R0101 人 0.065 0.070 0.129 0.143 0.156 0.179 0.198 0.221 0.239 0.262 特殊作業員 R0101 人 0.065 0.070 0.129 0.143 0.156 0.179 0.198 0.221 0.239 0.262 

普通作業員 R0102 人 0.194 0.230 0.455 0.515 0.580 0.699 0.823 0.948 1.072 1.196 普通作業員 R0102 人 0.194 0.230 0.455 0.515 0.580 0.699 0.823 0.948 1.072 1.196 

雑材料 労務費の5％ ZS7210100 式 1 雑材料 労務費の5％ ZS7210100 式 1 

機械損料

溝切機 75-450 Q780050016 日 0.19 0.22 0.24 0.27 - - - - - -

機械損料

溝切機 75-450
既設管撤去

Q780050021 日 0.19 0.22 0.24 0.27 - - - - - -
使用単価変更

溝切機 500-1500 Q780050017 日 - - - - 0.29 0.34 0.40 0.45 0.50 0.55 
溝切機 500-1500
既設管撤去

Q780050022 日 - - - - 0.29 0.34 0.40 0.45 0.50 0.55 

諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 

1口当り 1口当り

(00019) (00020) (00021) (00022) (00023) (00024) (00025) (00026) (00027) (00028) (00019) (00020) (00021) (00022) (00023) (00024) (00025) (00026) (00027) (00028)

備考1 水道事業実務必携　第２部第一編2-10-2 既設管撤去切断歩掛表を適用 備考1 水道事業実務必携　第２部第一編2-10-2 既設管撤去切断歩掛表を適用

備考2 水道事業実務必携　第２部第一編2-8-2 鋳鉄管切断歩掛表(第2-1表パイプ切断機使用） 備考2 水道事業実務必携　第２部第一編2-8-2 鋳鉄管切断歩掛表(第2-1表パイプ切断機使用）



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10901100903 既設鋳鉄管切断　　 D10901100903 既設鋳鉄管切断　　

3 施工歩掛 （1口当り） 3 施工歩掛 （1口当り）

名      称 規      格 コード 単位
FC

φ75
FC

φ100
FC

φ150
FC

φ200
FC

φ250
FC

φ300
FC

φ350
FC

φ400
FC

φ450
FC

φ500 名      称 規      格 コード 単位
FC

φ75
FC

φ100
FC

φ150
FC

φ200
FC

φ250
FC

φ300
FC

φ350
FC

φ400
FC

φ450
FC

φ500

特殊作業員 R0101 人 0.008 0.008 0.010 0.013 0.013 0.015 0.018 0.025 0.028 0.032 特殊作業員 R0101 人 0.008 0.008 0.010 0.013 0.013 0.015 0.018 0.025 0.028 0.032 

普通作業員 R0102 人 0.015 0.015 0.020 0.023 0.025 0.045 0.050 0.077 0.084 0.119 普通作業員 R0102 人 0.015 0.015 0.020 0.023 0.025 0.045 0.050 0.077 0.084 0.119 

雑材料 労務費の30％ ZS7210100 式 1 雑材料 労務費の30％ ZS7210100 式 1 

機械損料
鋳鉄管切断機 
（エンジンカッ
ター）

Q780050019 日 0.030 0.030 0.040 0.050 0.050 0.060 0.070 0.070 0.080 0.090 機械損料

鋳鉄管切断機 
（エンジンカッ
ター）
既設管撤去

Q780050023 日 0.030 0.030 0.040 0.050 0.050 0.060 0.070 0.070 0.080 0.090 

使用単価変更

諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 

1口当り 1口当り

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008) (00009) (00010) (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008) (00009) (00010)

名      称 規      格 コード 単位
FCD
φ75

FCD
φ100

FCD
φ150

FCD
φ200

FCD
φ250

FCD
φ300

FCD
φ350

FCD
φ400

FCD
φ450

FCD
φ500 名      称 規      格 コード 単位

FCD
φ75

FCD
φ100

FCD
φ150

FCD
φ200

FCD
φ250

FCD
φ300

FCD
φ350

FCD
φ400

FCD
φ450

FCD
φ500

特殊作業員 R0101 人 0.008 0.008 0.011 0.014 0.014 0.016 0.019 0.032 0.037 0.041 特殊作業員 R0101 人 0.008 0.008 0.011 0.014 0.014 0.016 0.019 0.032 0.037 0.041 

普通作業員 R0102 人 0.016 0.016 0.022 0.024 0.027 0.049 0.054 0.101 0.110 0.156 普通作業員 R0102 人 0.016 0.016 0.022 0.024 0.027 0.049 0.054 0.101 0.110 0.156 

雑材料 労務費の30％ ZS7210100 式 1 雑材料 労務費の30％ ZS7210100 式 1 

機械損料
鋳鉄管切断機 
（エンジンカッ
ター）

Q780050019 日 0.030 0.030 0.040 0.050 0.050 0.060 0.070 0.070 0.080 0.090 機械損料

鋳鉄管切断機 
（エンジンカッ
ター）
既設管撤去

Q780050023 日 0.030 0.030 0.040 0.050 0.050 0.060 0.070 0.070 0.080 0.090 

使用単価変更

諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 

1口当り 1口当り

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008) (00009) (00010) (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008) (00009) (00010)

備考1 水道事業実務必携　第２部第一編2-10-2 既設管撤去切断歩掛表を適用 備考1 水道事業実務必携　第２部第一編2-10-2 既設管撤去切断歩掛表を適用

備考2 水道事業実務必携　第２部第一編2-8-2 鋳鉄管切断歩掛表(第2-2表（エンジンカッター使用）） 備考2 水道事業実務必携　第２部第一編2-8-2 鋳鉄管切断歩掛表(第2-2表（エンジンカッター使用））



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

フランジ接合（ 7.5Ｋ・10K） フランジ接合（ 7.5Ｋ・10K）

1 適用範囲 1 適用範囲

鋳鉄管のフランジ接合に適用する。 鋳鉄管のフランジ接合に適用する。

・ 鋳鉄管接合費 ・ 鋳鉄管接合費

2 適用における留意事項

・新設（耐震型補強金具を含まない）歩掛を適用する。

・フランジ固定金具を設置する際は、D10901100905を別途計上する

2 施工歩掛 3 施工歩掛

・ ＷＪ102050　を適用する。 ・ ＷＪ102050　を適用する。

注）ボルト単価０円入力 注）ボルト単価０円入力

水道事業実務必携　第２部第一編2-3-5 フランジ継手 水道事業実務必携　第２部第一編2-3-5 フランジ継手



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10901100905 フランジ固定金具取付（ 7.5K・10K） D10901100905 フランジ固定金具取付（ 7.5K・10K）

1 適用範囲 1 適用範囲

フランジ固定金具の取付に適用する。 フランジ固定金具の取付に適用する。

・ フランジ固定金具取付費 ・ フランジ固定金具取付費

・ フランジ固定金具材料費 ・ フランジ固定金具材料費

・ 既設フランジボルト取替費

２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

7.5K （1口当り） 7.5K （1口当り）

名      称 規      格 コード 単位
φ75
7.5K

φ100
7.5K

φ150
7.5K

φ200
7.5K

φ250
7.5K

φ300
7.5K

φ350
7.5K 名      称 規      格 コード 単位

φ75
7.5K

φ100
7.5K

φ150
7.5K

φ200
7.5K

φ250
7.5K

φ300
7.5K

φ350
7.5K

配管工 R0136 人 0.05 0.05 0.06 0.07 0.09 0.10 0.10 フランジ接合耐震型補強金具取付 ＷＪ102050 口 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 使用歩掛変更

普通作業員 R0102 人 0.05 0.05 0.06 0.07 0.09 0.10 0.10 

材料

φ75㎜用7.5K Z770210060 組 1.00 - - - - - -

材料

φ75㎜用7.5K Z770210060 組 1.00 - - - - - - φ100㎜用7.5K Z770210061 組 - 1.00 - - - - -

φ100㎜用7.5K Z770210061 組 - 1.00 - - - - - φ150㎜用7.5K Z770210062 組 - - 1.00 - - - -

φ150㎜用7.5K Z770210062 組 - - 1.00 - - - - φ200㎜用7.5K Z770210063 組 - - - 1.00 - - -

φ200㎜用7.5K Z770210063 組 - - - 1.00 - - - φ250㎜用7.5K Z770210064 組 - - - - 1.00 - -

φ250㎜用7.5K Z770210064 組 - - - - 1.00 - - φ300㎜用7.5K Z770210065 組 - - - - - 1.00 -

φ300㎜用7.5K Z770210065 組 - - - - - 1.00 - φ350㎜用7.5K Z770210066 組 - - - - - - 1.00 

φ350㎜用7.5K Z770210066 組 - - - - - - 1.00 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 

諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 1口当り

1口当り (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007)

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007)

10K （1口当り） 10K

名      称 規      格 コード 単位
φ75
10K

φ100
10K

φ150
10K

φ200
10K

φ250
10K

φ300
10K

φ350
10K 名      称 規      格 コード 単位

φ75
10K

φ100
10K

φ150
10K

φ200
10K

φ250
10K

φ300
10K

φ350
10K

配管工 R0136 人 0.05 0.05 0.06 0.07 0.09 0.10 0.10 フランジ接合耐震型補強金具取付 ＷＪ102050 口 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 使用歩掛変更

普通作業員 R0102 人 0.05 0.05 0.06 0.07 0.09 0.10 0.10 

材料

φ75㎜用10K Z770210070 組 1.00 - - - - - - 独自歩掛から実務必携

材料

φ75㎜用10K Z770210070 組 1.00 - - - - - - φ100㎜用10K Z770210071 組 - 1.00 - - - - -

φ100㎜用10K Z770210071 組 - 1.00 - - - - - φ150㎜用10K Z770210072 組 - - 1.00 - - - -

φ150㎜用10K Z770210072 組 - - 1.00 - - - - φ200㎜用10K Z770210073 組 - - - 1.00 - - -

φ200㎜用10K Z770210073 組 - - - 1.00 - - - φ250㎜用10K Z770210074 組 - - - - 1.00 - -

φ250㎜用10K Z770210074 組 - - - - 1.00 - - φ300㎜用10K Z770210075 組 - - - - - 1.00 -

φ300㎜用10K Z770210075 組 - - - - - 1.00 - φ350㎜用10K Z770210076 組 - - - - - - 1.00 

φ350㎜用10K Z770210076 組 - - - - - - 1.00 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 

諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 1口当り

1口当り (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007)

(00008) (00009) (00010) (00011) (00012) (00013) (00014) 備考1 水道事業実務必携　第２部第一編2-3-5 フランジ継手歩掛表 既設フランジ継手への耐震型補強金具設置歩掛を準用 歩掛根拠記載

D10901100910フランジ固定金具撤去（ 7.5K・10K） D10901100910 フランジ固定金具撤去（ 7.5K・10K）

1 適用範囲 1 適用範囲

フランジ固定金具の撤去に適用する。 フランジ固定金具の撤去に適用する。

・ フランジ固定金具取付労務費×0.6 ・ フランジ固定金具取付労務費×0.6

２ 施工歩掛 （1口当り） ２ 施工歩掛 （1口当り）

名      称 規      格 コード 単位 φ75 φ100 φ150 φ200 φ250 φ300 φ350 名      称 規      格 コード 単位 φ75 φ100 φ150 φ200 φ250 φ300 φ350

配管工 R0136 人 0.03 0.03 0.04 0.04 0.05 0.06 0.06 フランジ接合耐震型補強金具取付ＷＪ102050 人 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 使用歩掛変更

普通作業員 R0102 口 0.03 0.03 0.04 0.04 0.05 0.06 0.06 諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 

諸 雑 費 ＺＳ3000004 式 1 1口当り

1口当り (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007)

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) 備考1 水道事業実務必携　第２部第一編2-3-5 フランジ継手歩掛表 既設フランジ継手への耐震型補強金具設置歩掛を準用 歩掛根拠記載



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10901200400 冷間チーズ取付 (材料費含む ) D10901200400 冷間チーズ取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-6-1ポリエチレン管布設歩掛表（継手工）を適用 歩掛根拠追記

D10901200500 冷間ソケット取付 (材料費含む ) D10901200500 冷間ソケット取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-6-1ポリエチレン管布設歩掛表（継手工）を適用 歩掛根拠追記

D10901200600 冷間エルボ取付 (材料費含む ) D10901200600 冷間エルボ取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-6-1ポリエチレン管布設歩掛表（継手工）を適用 歩掛根拠追記

D10901200700 冷間エンド取付 (材料費含む ) D10901200700 冷間エンド取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-6-1ポリエチレン管布設歩掛表（継手工）を適用 歩掛根拠追記

D10901200710 配水用ポリエチレン管用継手　ＥＦソケット取付 (材料費含む ) D10901200710 配水用ポリエチレン管用継手　ＥＦソケット取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-6-2ポリエチレン管(融着接合）布設歩掛表を適用 歩掛根拠追記

D10901200800 水栓類冷間継手取付 (材料費含む ) D10901200800 水栓類冷間継手取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-6-1ポリエチレン管布設歩掛表（継手工）を適用 歩掛根拠追記

D10901200900 鋼管用冷間継手オス (メス )取付 (材料費含む ) D10901200900 鋼管用冷間継手オス (メス )取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1ポリエチレン管接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-6-1ポリエチレン管布設歩掛表（継手工）を適用 歩掛根拠追記

D10901201000 ポリ塩ビ伸縮継手取付 (材料費含む ) D10901201000 ポリ塩ビ伸縮継手取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-6-1ポリエチレン管布設歩掛表（継手工）を適用 歩掛根拠追記

D10901201100 ＰｅＭＣユニオン取付 (材料費含む ) D10901201100 ＰｅＭＣユニオン取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-5-1硬質塩化ビニル管布設歩掛表(ＴＳ継手)を適用 歩掛根拠追記

D10901201200 ＶＰＭＣユニオン取付 (材料費含む ) D10901201200 ＶＰＭＣユニオン取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-5-1硬質塩化ビニル管布設歩掛表(ＴＳ継手)を適用 歩掛根拠追記

D10901201300 ＶＰソケット取付 (材料費含む ) D10901201300 ＶＰソケット取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-5-1硬質塩化ビニル管布設歩掛表(ＴＳ継手)を適用 歩掛根拠追記

D10901201400 ＶＰキャップ取付 (材料費含む ) D10901201400 ＶＰキャップ取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-5-1硬質塩化ビニル管布設歩掛表(ＴＳ継手)を適用 歩掛根拠追記

D10901201500 ＶＣソケット取付 (材料費含む ) D10901201500 ＶＣソケット取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1メカニカル継手接合は、水道事業実務必携　第２部第一編2-3-3 メカニカル継手歩掛表を適用 備考1メカニカル継手接合は、水道事業実務必携　第２部第一編2-3-3 メカニカル継手歩掛表を適用

備考2硬質塩化ビニル管接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-5-1硬質塩化ビニル管布設歩掛表(ＴＳ継手)を適用 歩掛根拠追記

D10901201800 銅管用 (Ｐｅ・ＣＯＰ )ソケット取付 (材料費含む ) D10901201800 銅管用 (Ｐｅ・ＣＯＰ )ソケット取付 (材料費含む )
２ 施工歩掛 ２ 施工歩掛

備考1ポリエチレン管接合は水道事業実務必携　第２部第一編2-6-1ポリエチレン管布設歩掛表（継手工）を適用 歩掛根拠追記



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10901202200 止水栓類取付 D10901202200 止水栓類取付

3 施工歩掛 （1箇所当り） 3 施工歩掛 （1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位
器具口径

名      称 規      格 コード 単位
器具口径

φ13 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50 φ13 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50

配管工 R0136 人 0.03 0.04 0.05 0.07 0.07 0.08 配管工 R0136 人 0.034 0.042 0.051 0.068 0.068 0.076 数量修正

普通作業員 R0102 人 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 普通作業員 R0102 人 0.007 0.007 0.014 0.014 0.017 0.017 

諸 雑 費 労務費の1%+まるめ ＺＳ8000004 式 1 諸 雑 費 労務費の1%+まるめ ＺＳ8000004 式 1 

1箇所当り 1箇所当り

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006)

4 施工歩掛算出表 4 施工歩掛算出表

本施工歩掛算出表は以下のとおりである。（水道事業実務必携　第２部第二編1-4-4 止水栓取付け歩掛表を参照した。） 本施工歩掛算出表は以下のとおりである。（水道事業実務必携　第２部第二編1-4-4 止水栓取付け歩掛表を参照した。）

表-1　PP用止水栓類取付け歩掛表 表-2　筐のみ取付歩掛表 表-1　PP用止水栓類取付け歩掛表 表-2　筐のみ取付歩掛表

PP用　接合及び止水栓筐取付け含む（Ａ） 筐のみ取付け（Ｂ） PP用　接合及び止水栓筐取付け含む（Ａ） 筐のみ取付け（Ｂ）

φ13 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50 φ13 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50 φ13 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50 φ13 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50

配　管　工 (人) 0.04 0.05 0.06 0.08 0.08 0.09 配　管　工 (人) 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 配　管　工 (人) 0.04 0.05 0.06 0.08 0.08 0.09 配　管　工 (人) 0.006 0.008 0.009 0.012 0.012 0.014 数量修正

普通作業員 (人) 0.02 0.02 0.04 0.04 0.05 0.05 普通作業員 (人) 0.01 0.01 0.03 0.03 0.03 0.03 普通作業員 (人) 0.02 0.02 0.04 0.04 0.05 0.05 普通作業員 (人) 0.013 0.013 0.026 0.026 0.033 0.033 

備考1　接合2口及び止水栓筺取付け含む 備考2　表-1の配管工×15％、普通作業員×65％とする。 備考1　接合2口及び止水栓筺取付け含む 備考2　表-1の配管工×15％、普通作業員×65％とする。

表-3　止水栓のみ取付け歩掛表 表-3　止水栓のみ取付け歩掛表

止水栓のみ取付け歩掛（Ａ-Ｂ） 止水栓のみ取付け歩掛（Ａ-Ｂ）

φ13 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50 φ13 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50

配　管　工 (人) 0.03 0.04 0.05 0.07 0.07 0.08 配　管　工 (人) 0.034 0.042 0.051 0.068 0.068 0.076 数量修正

普通作業員 (人) 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 普通作業員 (人) 0.007 0.007 0.014 0.014 0.017 0.017 

備考3　表-1歩掛から表-2歩掛を差し引いたもの。 備考3　表-1歩掛から表-2歩掛を差し引いたもの。



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10901301800 消火栓塗膜除去工 D10901301800 消火栓塗膜除去工

3 施工歩掛 （1基あたり） 3 施工歩掛 （1基あたり）

名      称 規      格 コード 単位塗膜剥離工（単口）塗膜剥離工（双口） 名      称 規      格 コード 単位塗膜剥離工（単口）塗膜剥離工（双口）

塗装工 R0112 人 0.28 0.28 塗装工 R0112 人 0.28 0.28 

塗膜剥離剤 水系(ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ系) Z ｋｇ 1.40 1.60 塗膜剥離剤 水系(ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ系) Z787030005 ｋｇ 1.40 1.60 コード記載

諸雑費
塗膜くず回収・雑材料等

ZS8000004 式 1.00 1.00 諸雑費
塗膜くず回収・雑材料等

ZS8000004 式 1.00 1.00 
積算への影響はなし

労務費の18％＋まるめ 労務費の18％＋まるめ

1基当り 1基当り
(00001) (00002) (00001) (00002)

D10901301900 消火栓塗膜除去用養生施設設置工 D10901301900 消火栓塗膜除去用養生施設設置工

3 施工歩掛 3 施工歩掛

新規登録単価表
項　　　　目 規　　　格 単位 単　　価 Zコード 削除

消火栓用塗料(下塗) 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 kg

水道工事単
価表による

Z787030001 札幌市工事等適用建設資
材設計単価表に記載されて
いる消火栓用塗料(中塗) 弱溶剤形ポリウレタン樹脂塗料 黄・

オレンジ
kg Z787030002

消火栓用塗料(上塗本体) 弱溶剤形ポリウレタン樹脂塗料 黄・
オレンジ

kg Z787030003
消火栓用塗料(上塗文字) 弱溶剤形ポリウレタン樹脂塗料 赤系 kg Z787030004
塗膜剥離剤 水系(ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ系) ｋｇ Z787030005
溶出液作成 検体 Z787030006
鉛溶出試験 検体 Z787030007
六価クロム溶出試験 検体 Z787030008
塗料くず処理費 協業組合公清企業

（鉛溶出基準値以下）
kg Z787030010

塗料くず処理費
（循環資源利用促進税相当
額）

協業組合公清企業
（鉛溶出基準値以下）

kg Z787030011
塗料くず処理費 （株）協和環境サービス

鉛溶出基準値以下）
kg Z787030012

塗料くず処理費
（循環資源利用促進税相当
額）

（株）協和環境サービス
鉛溶出基準値以下）

kg Z787030013
塗料くず処理費 （株）道央油設処理公社

（鉛溶出基準値以下）
kg Z787030014

塗料くず処理費
（循環資源利用促進税相当
額）

（株）道央油設処理公社
（鉛溶出基準値以下）

kg Z787030015
塗料くず処理費 早来工営（株）札幌工場（石

狩）
処分量100～300ｋｇ

（鉛溶出基準値以上）
剥離剤、養生シート含む

kg Z787030016
塗料くず処理費
（循環資源利用促進税相当
額）

早来工営（株）札幌工場（石
狩）

処分量100～301ｋｇ
（鉛溶出基準値以上）

剥離剤、養生シート含む

kg Z787030017



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10902000400 橋梁添架工 D10902000400 橋梁添架工

2 施工歩掛 2 施工歩掛

備考1国土交通省土木工事積算基準書（機械編）　第18章　鋼製付属設備　Ⅸ-18-4　適用範囲　区分A　 備考1国土交通省土木工事積算基準書（機械編）　第14章　鋼製付属設備　Ⅸ-14-4　適用範囲　区分A　 修正

標準付属据付工数の式を適用 標準付属据付工数の式を適用



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10902108100 中込め注入工 D10902108100 中込め注入工

1 適用範囲 1 適用範囲

　廃止管の充填に適用する。 　廃止管の充填に適用する。

・ 施工費 ・ 材料費 ・ 施工費

・ 材料費 修正

２ 適用における留意事項 ２ 適用における留意事項

・ 1日当りの注入量 ・ 1日当りの標準注入量

配水支管ｴｱﾓﾙﾀﾙ10m3、ｴｱﾐﾙｸ20ｍ3：水道事業実務必携 第２部第二編 1-3-5 第18表 発泡系充填材標準打設量参照。 配水支管ｴｱﾓﾙﾀﾙ10m3、ｴｱﾐﾙｸ20ｍ3：水道事業実務必携 第２部第二編 1-3-5 第18表 発泡系充填材標準打設量参照。

配水幹線61ｍ3：実績調査より9.2ｍ3/ｈ×6.6ｈ＝61ｍ3　 配水幹線61ｍ3：実績調査より9.2ｍ3/ｈ×6.6ｈ＝61ｍ3　

※1日当りの注入量は、現場条件等を検討し、決定すること。 削除

・ 諸雑費は、電力量、空気圧縮機、水中ﾎﾟﾝﾌﾟ等の付属機器類の損料の費用であり、グラウトポンプ損料 ・ 諸雑費は、電力量、空気圧縮機、水中ﾎﾟﾝﾌﾟ等の付属機器類の損料の費用であり、グラウトポンプ損料

及びグラウトミキサ損料の合計に15％の率を乗じた金額を上限として計上する。 及びグラウトミキサ損料の合計に15％の率を乗じた金額を上限として計上する。

・ 配水支管はエアミルクを標準とするが、延長が短く伏越しがない場合や強度を必要とする場合等の現場 ・ 配水支管はエアミルクを標準とするが、延長が短く伏越しがない場合や強度を必要とする場合等の現場

条件を検討し、必要に応じてエアモルタル等の使用を検討し決定する。 条件に応じて、エアモルタル等の使用を検討し決定する。 文言修正

・ 施工業者により使用材料、配合が異なるので協議簿等で対応すること。 削除

・ 廃止管閉塞以外の歩掛・充填材料・１日当りの注入量・使用機械 ・ 廃止管閉塞以外の歩掛・充填材料・１日当りの注入量・使用機械等は、

等は、水道事業実務必携　第2部第二編1-3-5充填歩掛表や実績を参考に別途作成する。 水道事業実務必携　第2部第二編1-3-5充填歩掛表等を参考に別途作成する。 文言修正

3 施工歩掛 3 施工歩掛

名      称 規      格 コード 単位
10m3／日 20m3／日 61m3／日

名      称 規      格 コード 単位
10m3／日 20m3／日 61m3／日

エアモルタル エアミルク エアモルタル エアモルタル エアミルク エアモルタル

エアモルタル 標準配合 D10902108200
ｍ3 10.00 61.00 

エアモルタル 標準配合 D10902108200
ｍ3 10.00 61.00 

材料費 00001 材料費 00001

エアミルク 標準配合 D10902108300
ｍ3 20.00 

エアミルク 標準配合 D10902108300
ｍ3 20.00 

材料費 00001 材料費 00001

グラウトポンプ 横型2連動 M000571004
日 1.00 1.00 1.00 

グラウトポンプ 横型2連動 M000571004
日 1.00 1.00 1.00 

損料 吐出量200ℓ/分 損料 吐出量200ℓ/分

グラウトミキサー 並列2槽式 M000572008
日 1.00 1.00 

グラウトミキサー 並列2槽式 M000572008
日 1.00 1.00 

損料 攪拌容量（ℓ）300×2 損料 攪拌容量（ℓ）300×2

グラウトミキサー 並列2槽式 M000572007
日 1.00 

グラウトミキサー 並列2槽式 M000572007
日 1.00 

損料 攪拌容量（ℓ）200×2 損料 攪拌容量（ℓ）200×2

発動発電機 排ガス１次
D10900201100 日 1.00 1.00 1.00 

発動発電機 排ガス１次
D10900201100 日 1.00 1.00 1.00 

運転費 45ＫＶＡ 運転費 45ＫＶＡ

土木世話役 R0125 人 1.00 1.00 1.00 土木世話役 R0125 人 1.00 1.00 1.00 

特殊作業員 R0101 人 2.00 2.00 2.00 特殊作業員 R0101 人 2.00 2.00 2.00 

普通作業員 R0102 人 2.00 2.00 2.00 普通作業員 R0102 人 2.00 2.00 2.00 

諸雑費 ｸﾞﾗｳﾄﾎﾟﾝﾌﾟ損料・ｸﾞﾗｳﾄﾐｷｻ
損料の15％+まるめ ZS8000004 式 1 諸雑費 ｸﾞﾗｳﾄﾎﾟﾝﾌﾟ損料・ｸﾞﾗｳﾄﾐｷｻ

損料の15％+まるめ ZS8000004 式 1 

1日当り 1日当り

1ｍ3当り 　/10 　/20 　/61 1ｍ3当り 　/10 　/20 　/61

(00001) (00002) (00003) (00001) (00002) (00003)

備考　水道事業実務必携　第2部第二編1-3-5充填歩掛表に準拠 根拠記載

字句修正



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

水道管挿入工の解説 水道管挿入工 文言修正

1 適用 1 適用範囲 記載内容の整理

(1) 適用条件

　本基準は、既設管内もしくは推進工法により埋設された鉄筋コンクリート管内等に、水道管（ダクタイル鋳鉄管）を油圧
ジャッキにより挿入する工事の積算に適用する。なお、水道管の適用呼び径は、φ300～1350とする。

　本基準は、既設管内もしくは推進工法により埋設された鉄筋コンクリート管内等に、水道管（ダクタイル鋳鉄管）を油圧
ジャッキにより挿入する工事の積算に適用する。

※ 参考「水道事業実務必携　第２部第一編5-3-1 既設管内配管工」

※ φ300未満は、「水道事業実務必携　第２部第二編1-3 水道管挿入工事」を適用する。 2 適用における留意事項

・ 水道管の適用呼び径は、φ300～1350とする。

・ φ300未満は、「水道事業実務必携　第２部第二編1-3 水道管挿入工事」を適用する。

2 積算ツリー 3 施工歩掛

水道管挿入工 管据付 ・ 管据付費 WJ403110

・ 管据付費 (WJ403110) ・ 管接合費（PN形） WJ403120

管接合費 ・ 管挿入費 WJ403130

・ 管接合費 PN形（WJ403120),NS形（D10901100401),GX形（D10901100510） ・ 挿入設備費 WJ403140

管挿入費 備考1 水道事業実務必携　第２部第一編5-3-1 既設管内配管工を適用

・ 管挿入費 備考2 PN形以外の管接合費については、本基準書「750-110　管工（接合Ⅰ）」等による

・ 先導金具、先頭管挿入金具、本管挿入金具、ディスタントピース等
（※管種、呼び径、さや管や既設管の管径等の条件により必要な資材が異なるため、設計の
都度、見積・単価策定した上で計上すること）

挿入設備設置撤去

・ 挿入設備
費

・ 発動発電機運転費

※以下、管挿入費及び設備設置撤去について解説する。 削除

3 標準工程 実務必携と重複

第3-1表

呼び径(mm) 300 350 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1350

日進量(m/日) 28 28 28 26 25 24 22 21 20 18 17 16

4 設計条件

管種 NS形,GX形,PN形

新設呼び径(mm) 300～1350

施工時間 昼間・夜間

延長(m) 設計数量

挿入管1本当りの長さ(m) 4.0～6.0ｍ

5 管挿入費（WJ403130）

ア. 歩掛構成

表-1 （1ｍ当り）

新設呼び径
(mm)

世話役
(人)

配管工
(人)

普通作業員
(人)

電工
(人)

機械器具損料

(ｍ)

300 0.02 0.04 0.04 0.02 

表-2
より

350 0.02 0.04 0.04 0.02 

400 0.02 0.04 0.04 0.02 

500 0.02 0.04 0.04 0.02 

600 0.02 0.04 0.04 0.02 

700 0.03 0.06 0.06 0.03 

800 0.03 0.07 0.07 0.03 

900 0.04 0.07 0.07 0.04 

1000 0.04 0.08 0.08 0.04 

1100 0.04 0.09 0.09 0.04 

1200 0.05 0.09 0.09 0.05 

1350 0.05 0.10 0.10 0.05 

備考1 水道事業実務必携　第２部第一編5-3-4 配管歩掛表　適用



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

イ. 機械器具 削除

表-2 実務必携と重複

名称 300 350 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1350

先導金具
損料率 m当り　1/工事延長

使用数(個) 4 4 4 4 6 6 8 8 10 10 12 12

ｼﾞｬｯｷ台
質量(kg) 50 50 50 50 50 50 70 70 70 100 100 100

損料率 m当り　1/400

挿入台
質量(kg) 417 417 417 417 417 417 417 703 703 703 703 1107

損料率 m当り　1/400

押角
質量(kg) 200 200 200 220 240 240 280 410 500 550 580 1010

損料率 m当り　1/400

ｽﾄﾗｯﾄ
質量(kg) 672 672 672 672 672 672 672 672 960 960 960 960

損料率 m当り　1/400

油圧ｼﾞｬｯｷ

種別(T) 50 50 50 50 50 50 80 80 80 100 100 100

損料率 m当り　供用1日当り損料率/日進量

使用数(台) 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

分流器
損料率 m当り　供用1日当り損料率/日進量

使用数(台) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ
種別(kVA) 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5

損料率 m当り　供用1日当り損料率/日進量

油圧ﾎｰｽ

種別(T) 50 50 50 50 50 50 100 100 100 100 100 100

損料率 m当り　損料率

使用数(本) 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

作動油消費量(L/m・台)0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

備考1水道事業実務必携　第２部第一編5-3-4 配管歩掛表　適用

備考2先頭管挿入金具（バンドタイプ）等を使用する場合は、先導金具は計上しない。

■ 単価表(積算例）　※注意：単価は適宜変更となります。 削除

表-3（歩掛構成） （1ｍ当り） ・積算例の条件

名称 単位 数量 単価 金額

世話役 人 0.02  19,200     384        管種 PN形

配管工 人 0.04  17,700     708        

普通作業員 人 0.04  14,900     596        口径(mm) 500

電工 人 0.02  18,100     362        

機械器具損料 ｍ 1  3,024      3,024     延長(m) 389.0 

諸雑費(まるめ) 式 1  -  6           

 5,080     金額（円）  1,976,120    

表-4（機械器具損料） （1ｍ当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額

1 先導金具 - ｍ 1  324         324        

2 ｼﾞｬｯｷ台 - ｍ 1  9.68        9           

3 挿入台 - ｍ 1  80.83      80         

4 押角 - ｍ 1  42.62      42         

5 ｽﾄﾗｯﾄ 2組(6基/組) ｍ 1  1,950      1,950     

6
油圧ｼﾞｬｯｷ 500kN×500㎜ 供用日 0.058  508         29         

2台分
油圧ｼﾞｬｯｷ 500kN×500㎜ 供用日 0.058  508         29         

7 分流器 4連 供用日 0.058  715         41         

8 油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.7kw 供用日 0.058  2,260      131        

9
油圧ﾎｰｽ 9mm 本 2  55.6        111        

油圧ﾎｰｽ 6mm 本 4  39.0        156        

10 作動油 耐磨耗性型32 Ｌ 0.50  245         122        

 3,024     



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

1 先導金具 削除

・ 単価は、見積りもしくは実勢価格調査単価とする。(外装管径、本管径により単価は異なる。)

材質SS400 外装管 φ800 本管 φ500 : 31,500 円/個

・ ｍ当り単価

31,500 円/個× 4 個÷ 389.0 ｍ ＝ 323.907 円/ｍ ≒ 324 円/ｍ

(単価を直接入力するため有効数字3桁,四捨五入)

2 ジャッキ台

・ 単価は、Ｈ鋼ＳＳ４００（広幅）２００×２００（Z001120005）を準用する。

・ ｍ当り単価

50 ㎏ ÷ 400 ｍ ＝ 0.125 ㎏/ｍ ⇒ 0.125 ｔ/1000ｍ

0.125 ｔ × 77,500 円/ｔ ÷ 1000 ｍ ＝ 9.6875 円/ｍ ≒ 9.687 円/ｍ

(下位に単価表を作成するため有効数字4桁,5桁切捨)

3 挿入台

・ 単価は、Ｈ鋼ＳＳ４００（広幅）２００×２００（Z001120005）を準用する。

・ ｍ当り単価

417 ㎏ ÷ 400 ｍ ＝ 1.043 ㎏/ｍ ⇒ 1.043 ｔ/1000ｍ

1.043 ｔ × 77,500 円/ｔ ÷ 1000 ｍ ＝ 80.8325 円/ｍ ≒ 80.83 円/ｍ

(下位に単価表を作成するため有効数字4桁,5桁切捨)

4 押角

・ 単価は、Ｈ鋼ＳＳ４００（広幅）２００×２００（Z001120005）を準用する。

・ ｍ当り単価

220 ㎏ ÷ 400 ｍ ＝ 0.550 ㎏/ｍ ⇒ 0.550 ｔ/1000ｍ

0.550 ｔ × 77,500 円/ｔ ÷ 1000 ｍ ＝ 42.625 円/ｍ ≒ 42.62 円/ｍ

(下位に単価表を作成するため有効数字4桁,5桁切捨)

5 ストラット

・ 基礎価格は 65,000 円/基

ストラットは1組6基であり、1組の製品質量は 336 ㎏である。

※ 2017年度版 推進工事用機械器具等損料参考資料Ｐ19参照

672 ㎏ ÷ 336 ㎏ ＝ 2 組

・ ｍ当り単価

65,000 円/基× 6 基/組× 2 組÷ 400 ｍ ＝ 1,950 円/ｍ ≒ 1,950 円/ｍ

(単価を直接入力するため有効数字3桁,四捨五入)

6 油圧ジャッキ

・ 単価(損料)は、油圧ジャッキ(元押し用) 500,1000KN×500㎜(M930001183～1184)を使用する。

※ 第5-7表でφ800～1000は、80Ｔであるが単価がないため100Ｔ(1000kN）を準用する。

・ ｍ当り供用日

1 ÷ 26 ｍ/日 × 1.5 ＝ 0.058 日/ｍ

0.058 日/ｍ× 508 円/日 ＝ 29.46 円/ｍ ≒ 29 円/ｍ

7 分流器

・ 単価(損料)は、分流器 4連(M930001190)を使用する。

・ ｍ当り供用日

1 ÷ 26 ｍ/日 × 1.50 ＝ 0.06 日/ｍ

0.058 日/ｍ× 715 円/日 ＝ 41.47 円/ｍ ≒41.00 円/ｍ

8 油圧ポンプ

・ 単価(損料)は、油圧ポンプ(元押し用) 3.7kw,7.5kw(M930001194～1195)を使用する。

・ ｍ当り供用日

1 ÷ 26 ｍ/日 × 1.50 ＝ 0.06 日/ｍ

0.058 日/ｍ× 2,260 円/日 ＝ 131.08 円/ｍ ≒131.00 円/ｍ

9 油圧ホース（高圧ホース）

・ 単価(損料)は、高圧ﾎｰｽ元押し用 4m当り 6㎜,9㎜,12㎜(M920001304～1306)を使用する。

・ ホースの呼び径及び本数は、第5表より選定する。



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

第5表（ジャッキ公称揚力及び装備台数に対する標準油圧機器一覧表） 削除

(ジャッキの公称揚力)(kN) (500) (1000)

ジャッキの装備台数 2 2

（連数） (4) (4)

分流器使用台数 1 1

(油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの公称出力)(kW) (3.7) (7.5)

油圧ポンプ使用台数 1 1

高圧ホース 9 ㎜ × 2 本 12 ㎜ × 2 本

（呼び径×本数） 6 ㎜ × 4 本 9 ㎜ × 4 本

備考1「下水道用設計積算要領 管路施設(推進工法)編 2014年版 P60 表1-27 最大配置設備

推進力(元押し)に対する標準油圧機器一覧表」を参考に作成。

備考2ジャッキ台数が参考の表の半分なので、高圧ホースの本数も半分で計上する。

備考3高圧ホースの上段はポンプ－分流器間、下段は分流器－ジャッキ間を示す。

備考4高圧ホース1本の長さは4.0ｍとする。

10.00 作動油

・ 単価は、油圧作動油 耐磨耗性型32(Z955099003)を使用する。

・ 数量は、第5-7表の数量にジャッキ台数を乗じて算出する。

0.25 L/(m・台)÷ 2 台＝ 0.50 L/ｍ

6 挿入設備費（WJ403140） 削除

ア. 歩掛構成 実務必携と重複

【設置】 （1箇所当り）

新設呼び径
(mm)

世話役
(人)

とび工
(人)

普通作業
員
(人)

トラッククレーン運転時間
諸雑費

規格 (日）

300～600 1.00 2.00 3.00 4.9ｔ吊 2.00 労務費の10％+端数処
理

700～900 1.00 2.00 4.00 4.9ｔ吊 2.00 労務費の15％+端数処
理1000～1350 1.50 3.00 5.00 4.9ｔ吊 3.00 

備考1水道事業実務必携　第２部第一編5-3-4　配管歩掛表　適用

備考2トラッククレーン・油圧伸縮ジブ型は、日数分の賃料を計上する。

備考3諸雑費には、床版材費用として、設置工労務費の10～15％を計上する。

【撤去】 （1箇所当り）

新設呼び径
(mm)

世話役
(人)

とび工
(人)

 普通作業
員

(人) 

 トラッククレーン運転時間 
諸雑費

規格 (日）

300～600 0.60 1.20 1.80 4.9ｔ吊 2.00 

端数処理700～900 0.60 1.20 2.40 4.9ｔ吊 2.00 

1000～1350 0.90 1.80 3.00 4.9ｔ吊 3.00 

備考1水道事業実務必携　第２部第一編5-3-4　配管歩掛表　適用

備考2撤去工は、設置工労務費のみに補正係数0.6を乗じる。

7 発動発電機運転費 削除

実務必携と重複

標準歩掛表
新設呼び

径
(mm)

名称 規格  単価コード 
 燃料消費率 

 (L/h) 

300～700
発動発電機

4.5/5kVA  K1510006  a 
［ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動］

800～1350
発動発電機 排出ガス対策型(第1次)

13/15kVA  K1510025  b 
［ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動］

備考1仮設電気を別計上している場合は不要。

備考2８時間稼動するものとして、軽油を計上する。

燃料消費率は、建設機械等損料表 北海道補正版より



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

■ 単価表(積算例） ※注意：単価は適宜変更となります。 削除

第5-16表 (一式) 実務必携と重複

名称 規格 単位 数量 単価 金額

発動発電機
規格 日 15  e  15e 

備考1 数量は実日数分計上する。

第5-17表 （1日当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額

軽油 1.2号 Ｌ 8a  c  8ac 

発動発電機
規格 日 1  d  d 

諸雑費（まるめ） 式 1  -  - 

 e 



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10902200100 鉄蓋据付工 D10902200100 鉄蓋据付工

1 適用範囲 1 適用範囲

水道用鉄蓋の設置に適用する。 水道用鉄蓋の設置に適用する。

・ 施工費 ・ 施工費

・ 材料費 ・ 材料費

２ 適用における留意事項 ２ 適用における留意事項

・ 無収縮モルタルは鉄蓋調整部に使用する。 ・ 無収縮モルタルは鉄蓋調整部に使用する。

　〔使用量：調整部高さ5㎝を目安として算出〕 　〔使用量：調整部高さ5㎝を目安として算出〕

φ700-調整部体積12825㎝3 φ700-調整部体積12825㎝3

φ1200-調整部体積31792㎝3 φ1200-調整部体積31792㎝3

φ1500-調整部体積44570㎝3 φ1500-調整部体積44570㎝3

3 施工歩掛 （1箇所当り） 3 施工歩掛 （1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位 φ700 φ1200（親子蓋） φ1500（親子蓋） 名      称 規      格 コード 単位 φ700 φ1200（親子蓋） φ1500（親子蓋）

材料費

水道用円形鉄蓋材料費D10902200200
組 1.00 － －

材料費

水道用円形鉄蓋材料費D10902200200
組 1.00 － －

φ700 00001 φ700 00001

水道用円形鉄蓋材料費
組 － 1.00 －

水道用円形鉄蓋材料費
組 － 1.00 －

φ1200（親子蓋） 00002 φ1200（親子蓋） 00002

水道用円形鉄蓋材料費
組 － － 1.00 

水道用円形鉄蓋材料費
組 － － 1.00 

φ1500（親子蓋） 00003 φ1500（親子蓋） 00003

無収縮 下水道鉄蓋調整用D10902200500
ｍ3 0.013 0.032 0.044 

無収縮 下水道鉄蓋調整用D10902200500
ｍ3 0.013 0.032 0.045 

数量修正

モルタル工 00001 モルタル工 00001

蓋金物取付工水道用鉄蓋 D10902200600
個 1.50 1.50 1.50 

蓋金物取付工水道用鉄蓋 D10902200600
個 1.50 1.50 1.50 

00001 00001

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1箇所当り 1箇所当り

(00001) (00002) (00003) (00001) (00002) (00003)

備考1 アダプター（レジンコンクリート）の据付手間として蓋金物取付工に0.5を加算計上している。 備考1 アダプター（レジンコンクリート）の据付手間として蓋金物取付工に0.5を加算計上している。



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10902200200 水道用円形鉄蓋材料費　 D10902200200 水道用円形鉄蓋材料費　

1 適用範囲 1 適用範囲

水道用円形鉄蓋の設置に適用する。 水道用円形鉄蓋の設置に適用する。

・ 組合せ材料費 ・ 組合せ材料費

２ 適用における留意事項 ２ 適用における留意事項

・ アダプター専用接着剤はアダプターとヒューム管の接合に使用する。 ・ アダプター専用接着剤はアダプターとヒューム管の接合に使用する。

　〔使用量：塗布量は、接着面が水平の場合約3㎜を目安として算出〕 　〔使用量：塗布量は、接着面が水平の場合約3㎜を目安として算出〕

φ800-810ｇ（硬化剤が1：1のため主剤405ｇ・硬化剤405ｇ） φ800-810ｇ（硬化剤が1：1のため主剤405ｇ・硬化剤405ｇ）

φ1200-1800ｇ（硬化剤が1：1のため主剤900ｇ・硬化剤900ｇ） φ1200-1800ｇ（硬化剤が1：1のため主剤900ｇ・硬化剤900ｇ）

φ1500-2610ｇ（硬化剤が1：1のため主剤1305ｇ・硬化剤1305ｇ） φ1500-2610ｇ（硬化剤が1：1のため主剤1305ｇ・硬化剤1305ｇ）

3 施工歩掛 （1組当り） 3 施工歩掛 （1組当り）

名      称 規      格 コード 単位 φ700 φ1200（親子蓋） φ1500（親子蓋） 名      称 規      格 コード 単位 φ700 φ1200（親子蓋） φ1500（親子蓋）

材　　料　　費

水道用円形鉄蓋 Z770240001
組 1.00 － －

材　　料　　費

水道用円形鉄蓋 Z770240001
組 1.00 － －

孔無φ700 T-25 孔無φ700 T-25

親子蓋 Z770240004
組 － 1.00 －

親子蓋 Z770240004
組 － 1.00 －

孔無φ1200×600×150 孔無φ1200×600×150

親子蓋 Z770240005
組 － － 1.00 

親子蓋 Z770240005
組 － － 1.00 

孔無φ1500×600×150 孔無φ1500×600×150

アダプター Z770240006
個

（φ700×φ800×150Ｈ） アダプター Z770240006
個

（φ700×φ800×150Ｈ）

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製 1.00 － － ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製 1.00 － －

Z770240007
個

（φ1200×250Ｈ） Z770240007
個

（φ1200×250Ｈ）

－ 1.00 － － 1.00 －

Z770240008
個

（φ1500×250Ｈ） Z770240008
個

（φ1500×250Ｈ）

－ － 1.00 － － 1.00 

弁室用嵩上げリング
φ864×50ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製

Z770240016
個 1.00 弁室用嵩上げリング

φ864×50ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製

Z770240016
個 1.00 

－ － － －

ガタツキ防止材 Z952001010
組 3.00 6.00 6.00 

ガタツキ防止材 Z952001010
組 3.00 6.00 6.00 

調整駒 調整駒

組立ﾏﾝﾎｰﾙ用ﾎﾞﾙﾄ Z952006001
本

（M16×150Ｌ） 組立ﾏﾝﾎｰﾙ用ﾎﾞﾙﾄ Z952006001
本

（M16×150Ｌ）

3.00 3.00 

Z952006003
本

（M16×250Ｌ） Z952006003
本

（M16×250Ｌ）

6.00 6.00 

Z952006004
本

（M16×300Ｌ） Z952006004
本

（M16×300Ｌ）

6.00 6.00 

アダプター専用接着剤Z770240014
組 0.81 1.80 2.61 

アダプター専用接着剤Z770240014
組 0.41 0.90 1.31 

数量修正

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1組当り 1組当り

(00001) (00002) (00003) (00001) (00002) (00003)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10902200700　タラップ取付工（梯子） D10902200700　タラップ取付工（梯子）

２ 適用における留意事項 ２ 適用における留意事項

・ 取付工は，タラップ長1ｍで2箇所となるため0.10人/ｍ（手掛用0.05人/箇所×2箇所）とする。 ・ 取付工は，タラップ長1ｍで2箇所となるため0.10人/ｍ（0.05人/箇所×2箇所）とする。 文言修正

・ タラップ材料費には、アンカーボルトを含む。 ・ タラップ材料費には、アンカーボルトを含む。

3 施工歩掛 （1ｍ当り） 3 施工歩掛 （1ｍ当り）

名      称 規      格 コード 単位 FRP製タラップ ゴムライングタラップ 名      称 規      格 コード 単位 FRP製タラップ ゴムライングタラップ 

材料費

タラップ Z780010101
ｍ 1.00 -

材料費

タラップ Z780010101
ｍ 1.00 -

ＦＲＰ製 ＦＲＰ製W400 規格追記

タラップ Z780010004
ｍ - 1.00 

タラップ Z780010004
ｍ - 1.00 

ゴムライニング ゴムライニング

特殊作業員 R0101 人 0.10 特殊作業員 R0101 人 0.10 

普通作業員 R0102 人 0.10 普通作業員 R0102 人 0.10 

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1ｍ当り 1ｍ当り

(00001) (00002) (00001) (00002)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10902201301 人孔継足管材料費 歩掛削除

1 適用範囲

人孔継足管取付に適用する。

・ 材料費

2 施工歩掛 （1本当り）

名      称 規      格 コード 単位
Ｄ＝800 Ｄ＝1200

1m以上2m未満 1m未満 1m以上2m未満 1m未満

材料費
遠心力鉄筋コンク
リート管（ｲﾝｻｰﾄ付）
A形１種

Z780010110 本 1.00) － － －

Z780010111 本 － － 1.00) －

Z780010112 本 － 1.00) － －

Z780010113 本 － － － 1.00)

諸雑費（まるめ） ZS3000004 式 1)

1本当り

(00001) (00002) (00003) (00004)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10902201400 頂版据付工　 D10902201400 頂版据付工　

（ﾄﾗｯｸ又はﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ賃料：標準 (昼）・標準 (夜）・標準以外） （ﾄﾗｯｸ又はﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ賃料：標準 (昼）・標準 (夜）・標準以外）

1 適用範囲 1 適用範囲

弁室人孔部に適用する。 弁室人孔部に適用する。

・ 施工費 ・ 施工費

２ 適用における留意事項 ２ 適用における留意事項

・ 頂版スラブの材料費は別途計上すること。 ・ 頂版スラブの材料費は別途計上すること。

3 施工歩掛 （1個当り） 3 施工歩掛 （1個当り）

名      称 規      格 コード 単位

空気弁室 排水弁室 排水弁室

名      称 規      格 コード 単位

空気弁室 排水弁室 排水弁室

φ500～1500 φ500～900 φ1000～1500 φ500～1500 φ500～900 φ1000～1500

土木世話役 R0125 人 0.43) 0.34) 0.35) 土木世話役 R0125 人 0.43) 0.34) 0.35)

特殊作業員 R0101 人 0.86) 0.68) 0.70) 特殊作業員 R0101 人 0.86) 0.68) 0.70)

普通作業員 R0102 人 1.29) 0.68) 0.70) 普通作業員 R0102 人 1.29) 0.68) 0.70)

バックホウ ｸﾚｰﾝ機能付 2.9t吊 K0202062
時 － 2.21) 2.28)

バックホウ ｸﾚｰﾝ機能付 2.9t吊 DGD10930
日 － 0.34) 0.35)

運転歩掛変更

運転費 山積0.45㎥ 1次 運転費 山積0.45㎥ 1次 水道用設計標準歩掛表に
準拠ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型 L001130006

日 0.43) － －
ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型 L001130006

日 0.43) － －
賃　　料 25ｔ吊 賃　　料 25ｔ吊

諸 雑 費（労務費の１％+まるめ） ZS8000004 式 1) 諸 雑 費（労務費の１％+まるめ） ZS8000004 式 1)

10個当り 10個当り

1個当り 1個当り

(00001) (00002) (00003) (00001) (00002) (00003)

備考1 国土交通省下水道用設計標準歩掛表第1巻管路、管路施設(開削工法)C-4鉄筋コンクリート管、表-4-2に準拠 備考1 国土交通省下水道用設計標準歩掛表第1巻管路、管路施設(開削工法)C-4鉄筋コンクリート管、表-4-2に準拠

備考2 バックホウ規格は建設機械等損料表による。 備考2 バックホウ規格は建設機械等損料表による。

備考3 下記適用表のとおりの相当とする。 備考3 下記適用表のとおりの相当とする。

水道管口径 国土交通省下水道用設計標準歩掛表 水道管口径 国土交通省下水道用設計標準歩掛表

空気弁室(水道管）φ500～1500 Ｄ＝900 空気弁室(水道管）φ500～1500 Ｄ＝900

排水弁室(水道管）φ500～900 Ｄ＝450 排水弁室(水道管）φ500～900 Ｄ＝450

排水弁室(水道管）φ1000～1500 Ｄ＝500 排水弁室(水道管）φ1000～1500 Ｄ＝500



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10902201500 直立管据付工 D10902201500 直立管据付工

（ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ賃料：標準 (昼）・標準 (夜）・標準以外） （ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ賃料：標準 (昼）・標準 (夜）・標準以外）

1 適用範囲 1 適用範囲

弁室人孔部に適用する。 弁室人孔部に適用する。

・ 施工費 ・ 施工費

・ 材料費 誤記削除

２ 適用における留意事項 ２ 適用における留意事項

・ 直立管の材料費は別途計上すること。 ・ 直立管の材料費は別途計上すること。

3 施工歩掛 （1ｍ当り） 3 施工歩掛 （1ｍ当り）

名      称 規      格 コード 単位

空気弁室 空気弁室 空気弁室 排水弁室 排水弁室

名      称 規      格 コード 単位

直立管

φ500～900 φ1100～1200 φ1350～1500 φ500～900 φ1000～1500 Φ1200 Φ1500 φ1800 条件修正

土木世話役 R0125 人 0.57) 0.61) 0.66) 0.47) 0.49) 土木世話役 R0125 人 0.49) 0.57) 0.66)

特殊作業員 R0101 人 1.14) 1.22) 1.32) 0.94) 0.98) 特殊作業員 R0101 人 0.98) 1.14) 1.32)

普通作業員 R0102 人 1.71) 1.83) 1.98) 1.41) 1.47) 普通作業員 R0102 人 1.47) 1.71) 1.98)

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型
L001130006 日 0.57) 0.61) 0.66) 0.47) 0.49)

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型
L001130006 日 0.49) 0.57) 0.66)

賃料 25ｔ吊 賃料 25ｔ吊

諸 雑 費（労務費の１％+まるめ） ZS8000004 式 1) 諸 雑 費（労務費の１％+まるめ） ZS8000004 式 1)

10ｍ当り 10ｍ当り

1ｍ当り 1ｍ当り

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00001) (00002) (00003)

備考1 国土交通省下水道用設計標準歩掛表第1巻管路、管路施設(開削工法)C-4鉄筋コンクリート管、表-4-2に準拠 備考1 国土交通省下水道用設計標準歩掛表第1巻管路、管路施設(開削工法)C-4鉄筋コンクリート管、表-4-2に準拠

備考2 下記適用表のとおりの相当とする。 削除

水道管口径 国土交通省下水道用設計標準歩掛表

空気弁室(水道管）φ500～900 Ｄ＝1500

空気弁室(水道管）φ1100～1200 Ｄ＝1650

空気弁室(水道管）φ1350～1500 Ｄ＝1800

排水弁室(水道管）φ500～900 Ｄ＝1100

排水弁室(水道管）φ1000～1500 Ｄ＝1200



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10902500100 試掘工 D10902500100 試掘工

1 適用範囲 1 適用範囲

管路の試掘に適用する。 管路の試掘に適用する。

・ 施工費 ・ 施工費

・ 材料費 追記

積算に影響はなし

２ 適用における留意事項 ２ 適用における留意事項

・ 掘削、埋戻、下層路盤、仮復旧、舗装切断の施工費を含んでいる。 ・ 掘削、埋戻、下層路盤、仮復旧（再生合材）、舗装切断の施工費および材料費を含んでいる。

本単価は常温合材、再生合材共に適用する。



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

鋼管布設（材料費除く） 鋼管布設（材料費除く）

3 施工歩掛 3 施工歩掛

・ ＷＪ103010 を適用する。 ・ ＷＪ103010 を適用する。

区  分 単位 φ20 φ25 削除

配管工 人 0.11 0.13 実務必携と重複

普通作業員 人 0.12 0.13 

備考1水道事業実務必携　第２部第一編2-4-1 小口径管（人力）歩掛表 据付工 備考 水道事業実務必携　第２部第一編2-4-1 小口径管（人力）歩掛表 据付工

D10903000200 鋼管布設（材料費含む）

1 適用範囲

鋼管（VSP）の布設に適用する。

・ 管材料費（VSP）

・ 鋼管布設費

２ 適用における留意事項

・ 接続費は別途計上すること。

歩掛削除

3 施工歩掛 （1ｍ当り） 材料単価が存在しない

名      称 規      格 コード 単位 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50

材料費
塩ビﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 Z770020001

ｍ 1.00 － － － －
φ20～φ50

VSP ＷＪ103010
ｍ 1.00 － － － －

00001

VSP
ｍ － 1.00 － － －

00002

鋼管布設 VSP
ｍ － － 1.00 － －

材料費除く 00003

VSP
ｍ － － － 1.00 －

00004

VSP
ｍ － － － － 1.00 

00005

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1ｍ当り

(容易) (00001) (00002) (00003) (00004) (00005)

備考1水道事業実務必携　第２部第一編2-4-1 小口径管布設（人力）据付工歩掛表



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10903000400 樹脂コーティング継手取付 (材含 ) 歩掛削除

1 適用範囲 材料単価が存在しない

各種樹脂コーティング継手の取付けに適用する。

・ 各種継手材料費

・ 接合費

2 施工歩掛 （1個当り）

名      称 規      格 コード 単位
ﾁｰｽﾞ ﾁｰｽﾞ ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ エルボ エルボ ｴﾙﾎﾞ45°

3/4B 3/4×1/2B3/4×1/2B 3/4B 3/4×1/2B 3/4B

材料費

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手Z770020006
個 1.00 － － － － －

チーズ

Z770020011
個 － 1.00 － － － －

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手Z770020025
個 － － 1.00 － － －

ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手Z770020040
個 － － － 1.00 － －

エルボ

Z770020045
個 － － － － 1.00 －

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手Z770020060
個 － － － － － 1.00 

エルボ45°

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手
個 － － － － － －

ソケット

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手
個 － － － － － －

ニップル

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手
個 － － － － － －

ニップル

鋼管接合

VSP D10901202300
口 3.00 2.00 1.00 2.00 1.00 2.00 

φ20（３/4B） 00002

VSP D10901202300
口 － 1.00 1.00 － 1.00 －

φ13（1/2B） 00001

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1個当り

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

名      称 規      格 コード 単位
ソケット ソケット ニップル ユニオン

3/4B 3/4×1/2B 3/4B 3/4B

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手
個 － － － －

チーズ

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手
個 － － － －

ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手
個 － － － －

エルボ

材料費 樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手
個 － － － －

エルボ45°

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手Z770020065
個 1.00 － － －

ソケット

Z770020070
個 － 1.00 － －

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手Z770020090
個 － － 1.00 －

ニップル

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ継手Z770020090
個 － － － 1.00 

ニップル

鋼管接合

VSP D10901202300
口 2.00 1.00 2.00 2.00 

φ20（３/4B） 00002

VSP D10901202300
口 － 1.00 － －

φ13（1/2B） 00001

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1個当り

(00007) (00008) (00009) (00010)

D10903000500 水抜栓類継手取付 歩掛削除

1 適用範囲 材料単価が存在しない

水抜栓類継手の取付けに適用する。

・ 各種継手材料費

・ 接合費

２ 適用における留意事項

・ 取付ユニオンは，水抜栓との接合費含む。

3 施工歩掛 （1個当り）

名      称 規      格 コード 単位 HSジョイント
HS水抜栓取

付ﾕﾆｵﾝ

材料費

HSジョイント Z770270003
個 1.00 －

HS水抜栓取付ﾕﾆｵﾝ Z770270004
個 － 1.00 

鋼管接合
VSP D10901202300

口 1.00 1.00 
φ20（3/4B） 00002

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1個当り

(00001) (00002)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10903001600 水抜栓取付 歩掛削除

1 適用範囲 材料単価が存在しない

水抜栓の取付けに適用する。

・ 水抜栓材料費

・ 接合費（埋設給水管側）

２ 適用における留意事項

・ 鋼管接合１口含む。（埋設管との接合）

取付ユニオンとの接合費は含まない。

3 施工歩掛 （1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位φ13（1000×1500）φ25（1000×1500）

材    料    費

水抜栓 Z770270013
個 1.00 －

φ13×1000～φ20×1500

Z770270015
個 － 1.00 

水抜栓固定金具 Z770270017
個 1.00 －

φ13～25

Z770270018
個 － 1.00 

鋼管接合

VSP D10901202300
口 1.00 －

φ13（1/2B） 00001

VSP D10901202300
口 － 1.00 

φ25（1B） 00003

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1箇所当り

(00001) (00002)

D10903001700 水抜栓取付（基礎砕石含む） 歩掛削除

1 適用範囲 材料単価が存在しない

水抜栓の取付けに適用する。

・ 水抜栓材料費

・ 接合費（埋設給水管側）

・ 基礎砕石

２ 適用における留意事項

・ 基礎砕石量：0.3×0.3×0.2（厚さ）=0.018ｍ3

・ 単独で施工する場合は土工を別途計上すること。

3 施工歩掛 （1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位
水抜栓 水抜栓

φ13 φ25

水抜栓取付

水抜栓 D10903001600
箇所 1.00 －

材料費含む 00001

水抜栓 D10903001600
箇所 － 1.00 

材料費含む 00002

基礎砕石工
0～40 D10900101600

m3 0.018 0.018 
切込砕石（人力） 00004

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1箇所当り

(00001) (00002)



水道工事積算基準　新旧比較表

現行（令和７年5月） 改定（令和７年10月） 備考

D10903001900 ステンレス立上り管取付 歩掛削除

1 適用範囲 材料単価が存在しない

ステンレス立上がり管の取付に適用する。

・ ステンレス立上がり管材料費

・ ステンレス立上がり管据付費

・ HS型水抜栓取付ユニオン取付費（水抜栓との接合費含む）

・ HSジョイント取付費（鋼管との接合費含む）

２ 適用における留意事項

・ 解氷パイプが必要な場合は別途計上すること。

3 施工歩掛 （1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位
水抜栓φ13 水抜栓φ13

20×1500 20×2000

鋼管布設
VSP D10903000101

ｍ 1.50 1.50 
φ20 00001

HSジョイント D10903000500
個 1.00 1.00 

水抜栓類継手 00001

取付工 HS型水抜栓取付D10903000500
個 1.00 1.00 

ユニオン 00002

材　　料　　費

ｽﾃﾝﾚｽ立上がり管Z770270001
本 1.00 －

Z770270002
本 － 1.00 

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1箇所当り

(00001) (00002)

備考1立上がり管の据付は1500・2000とも鋼管布設1.5ｍ相当とする。

D10903002000 立上り用解氷パイプ取付 歩掛削除

1 適用範囲 材料単価が存在しない

解氷パイプの取付に適用する。

・ 解氷パイプ（VP（40））材料費

・ 解氷パイプ用キャップ材料費

・ 解氷パイプ据付費

2 施工歩掛 （1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位
立上がり用解氷

パイプ取付

塩化ビニル管 Z770030006
ｍ 1.00 

材料費
φ40

解氷ﾊﾟｲﾌﾟ用ｷｬｯﾌ Z゚770270019
個 1.00 

硬質塩化
ビニル管

布設

材料費除く D10901001201
ｍ 1.00 

φ40 00006

諸 雑 費 ZS3000004 式 1 

1箇所当り

(00001)

備考1据付はVP40管布設を適用


